
SAP PLM7構築支援 

製品企画からアフターサービスまで一気通貫 
設計BOMと製造BOMを自動同期 

操作性も向上した新しいPLMソリューション “SAP PLM７” 
設計情報と生産情報をグローバルに完全統合 

NTTデータ・グループがグローバルで導入・運用をサポート 

SAP PLM７ 

新しいPLM“SAP PLM7”は 
機能と操作性が大幅改善！ 海外拠点を含めた 

設計と生産情報を一元管理。 
拠点を横断した 

グローバル並行設計を実現。 

※注1：CAD統合インテグレーションは、下記CADシステムがサポートされています。 
AutoCAD,Autodesk Inventor,SolidWorks,Solid Edge,Unigraphics NX,I-Deas NX,Pro/ENGINEER,CATIA 

製品企画 概要設計 詳細設計 試作 量産準備 量産 
アフター 
サービス 

製品企画から量産、アフターサービスまで、すべてのプロセスを 
一気通貫で設計情報、生産情報を一元管理することが可能 
更に主要CADの３Dモデルデータの統合が可能（注1） 

３D CAD （注1） 

ERP 
コア機能 

受注・調達・製造・検査・出荷 

PLM7 新規設計・流用設計・設計変更 

SAP ERP 

設計BOMと製造BOMの 
相互関係を自動記録！ 

不整合を排除！ 



ビジネスのグローバル化で各企業は国内外の各拠点の製品設計チームが設計情報を共有した上で、各拠点固有の製品仕
様や製造要件を考慮した設計と製造移管ができるPLMシステムが必要となっています。 
NTTデータグループは海外主要拠点の担当コンサルタントが連携し、設計と製造のグローバル化に対応した新しいPLM 
”SAP PLM7”の実装と運用保守をご提供します。 

設計と製造のグローバル化要件に対応したPLMの実装が必須条件。 
国内はもちろん、海外の拠点を網羅したSAP PLM7実装・運用保守を提供。 

運用 
サポート 

設計BOMと製造BOMの構成品目の関係を自動記録。 
これによって設計BOM・製造BOMの整合性を常に維持！ 

NTTデータグローバルソリューションズ 
TEL    ：03-5669-2018  
E-Mail： infoevent@nttdata-gsl.co.jp 
URL : https://www.nttdata-gsl.co.jp 

※SAP 製品、サービス、ならびにそれぞれのロゴは、ドイツおよびその他の国々における SAP SE の商標または登録商標です。 
※記載されている会社名、製品名、サービス名は各社の商標もしくは登録商標です。 

SAP PLMの最適な活用方法をご提案します。 
  - 課題の分析と解決案策定 
  - より効果的なシステム導入・実装方法のご提案 
 
お客様の現状をヒアリングさせて頂くことにより、 
NTT Data海外パートナを含めた豊富なPLM実装経験をもとに、
分析・ご提案を行います。 

SAP PLM７アセスメント 
実施しませんか？ 

製品設計業務 
アセスメント 

SAP PLM 
実装プロジェクト 
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製造BOM 

出図後の設計変更時 初期出図時 

設計BOMから製造BOMをどのように再構成したかを 
システムが自動記録します(GSS機能）。 

GSS（注2） 

GSS（注2） 

注2) GSS: Guided Structure Synchronization (SAP PLM7で新たにリリースされた機能） 

JSOL （JSOL Corporation） 
TEL ：03-5859-6001 
EMAIL ：rfi@jsol.co.jp  
URL ：http://www.jsol.co.jp 

設計変更された設計BOMと現時点の製造BOMの差
異を検出し、警告とともに製造BOM側の変更案が提
案されます。 

製造BOMは製造拠点の製造条件によって設計BOMとは異なったBOM構成となります。設計BOMから製造BOMを作成
するとき、どの様に構成変更したかをシステムが自動記録します（GSS機能 注2）。 
この機能で設計変更の反映もれを防止し設計BOM・製造BOMの整合性を常に維持することが可能です。 


